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　1月5円、町の成人式が中央公

民館で行なわれ、あらたに151名

が大人のなかま入りをしました。

　今年の該当昔は、昭和35年4月

2日から昭和36年4月1日までの

問に生まれた人です，

　町外、県外に行ってる人も、潮

入式は故郷で…と、帰省きれる方

も多いようです、

　成人式を5日に実施するように

なってから7年目。すっかり定着

した惑じがします。

　町では冠婚葬祭等の簡素化運動

を推進していますが、まだまだ和

服の人が多く見うけられました。

　身を飾るより心を飾りたいもの

です。

わが庭の竹の林は浅けれど

　　　　ふる雨み名ば春13きにけり

　　　　　　　　　　　　　牧　水



（2）町報とうこう

を襲うり盛さ働
　
わ
か
国
よ
、

脳
卒
中
、
、

え
て
い
ま
す
，

一
（
厚
f
牛
省
）

100人のうち

成人病65人までが

　
　
　
　
　
い
ま
や
世
界
一
の
長
寿

團
に
な
〕
ま
し
た
か
、
そ
の
　
方
て
、

　
　
　
　
カ
ん
、
心
臓
病
な
と
の
い
わ

り
る
成
人
病
て
亡
く
な
る
人
か
年
々
増

　
昭
和
h
十
四
任
の
【
人
口
動
態
統
計

　
　
　
　
　
に
よ
－
）
ま
す
と
、
死
、
L

者
の
約
バ
五
％
　
　
つ
ま
り
百
人
の
う

ち
約
六
五
人
ま
て
か
成
人
病
て
亡
く
な

っ
て
h
斗
冒
す

　
成
人
柄
i
一
と
く
に
脳
墾
中
、
心
臓

病
な
と
、
い
わ
）
る
得
環
器
系
の
成
人

病
よ
、
中
淀
を
過
ぎ
る
と
！
一
巳
に
増
え
る

隈
性
病
の
［
つ
て
、
高
皿
圧
や
動
脈
硬

化
か
主
な
原
因
て
す
か
、
家
庭
て
ま
一

家
の
柱
、
職
場
て
歌
働
｝
、
盛
）
の
任
齢

層
を
襲
う
と
こ
つ
に
そ
の
怖
き
か
あ
，

ま
す

　
昭
和
二
†
一
ハ
年
以
来
、
一
．
．
十
色
聞
こ

わ
た
っ
て
日
本
人
の
死
因
の
第
一
位
を
　
　
す
　
少
な
く
と
3
、
筏
に
…
、
二
回
．
、
，
　

占
め
て
き
た
脳
卒
中
と
、
か
ん
に
つ
い
　
　
再
診
査
を
受
ナ
、
病
気
の
早
明
野
吐
．

て
〃
死
亡
順
位
〃
第
三
位
は
心
臓
病
て
　
　
早
期
治
療
を
心
か
、
土
ト
し
一
献
つ

脳
卒
中
脳
の
細
か
い
動
脈
が
破
れ
た
喚
詰
ま
る

　
一
人
間
は
耳
管
と
と
も
に
毎
、
を
と
る

一
一
1
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す

　
脳
卒
中
と
は
、
脳
の
皿
液
の
流
れ
に

障
害
か
起
き
、
脳
の
細
か
い
動
脈
か
破

れ
た
つ
、
詰
っ
た
－
）
す
る
も
の
て
す

　
い
わ
D
る
「
中
風
「
は
、
脳
ダ
中
の

後
に
退
症
か
・
つ
、
手
n
疋
の
マ
ヒ
や
知
営
～
暗
陀

無
口
、
　
精
神
重
宝
目
’
を
㍉
ご
ハ
」
一
し
’
」
、
〃
9
山
仏
能
D

を
指
し
ま
す

　
脳
語
中
二
は
一
白
出
田
L
「
脳
還
塞

三
ヶ
モ
膜
下
出
皿
一
な
こ
か
あ
）
ま

す
．

　
・
、
脳
出
血
、

　
脳
の
動
脈
か
破
れ
て
、
血
液
か
皿
管

の
外
へ
流
れ
出
た
状
態
か
一
、
脳
出
皿
「

て
す
、

　
脳
の
神
経
か
障
害
を
受
ナ
る
た
カ
、

多
く
の
場
合
、
突
然
、
意
識
を
失
っ
て

倒
れ
、
深
い
こ
ん
陣
状
態
に
陥
る
と
と

も
に
半
身
が
マ
ヒ
し
ま
す

　
＼
脳
梗
塞
＼

　
「
般
は
脳
硬
寒
と
い
わ
れ
る
も
の
に

は
、
脳
血
栓
と
脳
塞
枠
が
あ
）
ま
す
．

・
脳
二
戸

　
脳
の
動
脈
か
硬
く
な
）
（
動
脈
硬
化

）
、
皿
管
か
た
ん
た
ん
狭
く
な
っ
て
、

や
か
て
詰
ま
・
り
、
そ
こ
か
ら
先
に
血
液

か
流
れ
な
く
な
っ
た
状
態
が
「
脳
血
往

　
て
す

　
そ
の
結
果
、
脳
組
織
か
宋
養
分
や
酸

糸
か
届
か
な
く
な
一
、
脳
梱
胞
は
破
壊

き
れ
て
し
ま
い
ま
す

　
多
く
の
場
合
、
”
ま
、
わ
頭
痛
、
舌

の
子
O
つ
れ
、
　
ゴ
」
足
の
－
し
一
、
）
れ
》
」
、
”
つ
ナ
」

〃
前
ふ
れ
〃
か
見
ら
れ
ま
す
か
、
発
作

か
起
こ
る
と
、
半
身
か
マ
ヒ
し
た
一
、

こ
几
睡
状
態
こ
陥
r
，
た
一
し
ま
す

・
脳
塞
梓

　
主
二
心
臓
弁
膜
症
な
と
二
よ
エ
、
心

職
内
に
て
き
た
狼
咽
の
か
九
ま
り
か
、

肱
管
を
通
っ
て
脳
こ
運
f
れ
、
脳
の
動

脈
に
詰
ま
’
・
て
旧
改
か
流
れ
な
く
な
る

こ
と
に
よ
エ
、
起
こ
う
ま
す
．

　
拓
状
と
し
て
は
、
二
身
の
マ
ヒ
や
．
［

語
障
害
を
伴
い
ま
す
か
、
脳
芋
幹
に
比

　
昭
和
「
H
一
五
任
壬
二
弓
一
日

覧
て
厚
牛
大
目
よ
う
玖
の
乃
セ

か
委
員
と
し
て
委
嘱
を
う
け
ら

れ
ま
し
セ

　
民
報
総
務
に
中
野
辰
己
氏
、

副
総
傷
こ
歌
津
　
博
氏
と
甲
斐

丈
佐
子
氏
か
再
選
き
れ
ま
し
た

　
今
後
三
力
佳
間
、
地
域
の
社

会
奉
㌧
の
精
神
を
も
つ
て
、
保

護
指
導
こ
当
，
社
会
福
祉
の
増

進
に
努
η
、
た
し
ま
す
の
’
㌧
、

こ
協
力
賜
一
ま
ず
よ
う
わ
願
い

民生児童委員決まる

申
し
」
ヂ
ま
す

7
寺
迫
　
軍
、
木
光
志
　
田
代
保

夫
（
新
）
　
▽
福
瀬
　
田
辺
瘡
占

酒
井
豊
子
（
新
）
　
［
，
〆
小
野
田

高
森
　
秀
（
新
）
　
▽
鶴
野
内

瀬
戸
弥
生
（
新
）
　
▽
迫
野
内

歌
津
　
博
　
「
、
八
車
原
　
高
日

豊
（
新
）
　
［
、
田
野
　
吉
田

稔
（
新
）
　
、
羽
坂
　
甲
斐
美

佐
子
（
新
）
　
7
仲
床
　
中
野

腫
己
「
・
坪
谷
　
矢
野
文
礁
　
井

レ
三
、
↓
　
▽
越
表
　
海
野
　
定

へ1

A
発
作
か
戸
」
こ
起
こ
る
の
か
特
徴
’
、

す　
＼
ク
ニ
、
膜
下
巴
血
、

　
脳
は
ヶ
モ
膜
と
い
う
膜
て
ρ
わ
わ
れ

て
わ
り
、
ラ
モ
膜
と
脳
の
表
面
に
は
細

か
、
動
賑
か
あ
り
ま
す

　
こ
の
ヶ
モ
膜
・
2
下
の
脳
動
脈
に
小
ふ
・
㌔

’
．
コ
フ
か
’
、
き
、
皿
臣
か
ヒ
か
r
ノ
た
と

㍉
、
・
な
こ
阯
管
か
破
れ
’
、
出
皿
す
る
の
か

一、

b
モ
膜
卜
出
皿
て
す

　
碩
痛
か
は
ギ
、
し
く
、
陶
か
ム
う
ム
カ

し
囲
㌔
田
気
を
催
し
、
昌
」
識
を
失
つ
場
合

も
あ
》
ま
す
か
、
手
足
か
マ
ヒ
す
る
こ

と
は
、
ま
す
あ
）
ま
せ
ん

心
臓
病

冠
駄
動
脈
が
狭
く
な
っ
た
り
、
詰
ま
る

　
・
い
臓
よ
、
わ
た
し
た
ち
か
生
｝
、
・
て
い

る
限
う
、
目
時
た
り
と
も
休
｝
、
一
こ
と
へ
、

く
、
血
液
を
全
身
に
送
）
出
す
大
切
八
．

ホ
ノ
フ
の
役
目
を
し
て
い
ま
す

　
同
時
に
、
心
臓
自
ら
も
、
心
帳
を
と

り
ま
い
て
い
る
冠
状
動
脈
か
ら
皿
液
を

送
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
栄
養
分
に
｛
つ

て
活
動
し
て
い
ま
す

　
と
こ
ろ
か
、
こ
れ
ら
の
冠
状
動
賑
の

血
管
か
狭
く
な
っ
た
つ
、
ま
た
品
ま
っ

た
・
り
す
る
と
、
皿
液
の
流
れ
こ
障
害
か

起
こ
，
、
心
臓
の
機
能
に
異
官
を
・
、
た

し
ま
す

　
こ
れ
か
・
い
臓
病
て
、
書
な
も
の
二
狭

心
症
や
心
筋
戸
、
塞
か
あ
）
ま
す

　
＼
狭
心
症
＼

　
・
心
…
職
へ
の
〃
い
禾
蕎
ハ
補
巨
多
路
〃
と
3
つ
い

え
る
冠
状
動
脈
の
二
野
の
流
れ
か
、
　
一

時
的
に
少
な
く
な
）
、
酸
桑
の
供
給
か

爪
足
す
る
た
め
に
起
こ
）
ま
す

　
狭
心
症
の
発
作
は
、
体
を
動
か
し
て

い
る
と
き
、
と
く
に
歩
い
て
い
る
と
き

に
起
こ
る
こ
と
か
多
く
、
普
通
は
胸
の

中
央
に
壬
迫
啓
を
伴
う
痛
み
か
あ
，
ま

す
　
こ
の
痛
み
は
、
多
く
の
場
合
、
女

静
二
し
て
h
れ
ぽ
　
～
五
分
て
わ
ぜ
．
二
玉

り
ま
す
．

　
＼
心
筋
梗
塞
、

　
冠
状
動
脈
か
ふ
ユ
、
・
か
r
・
で
皿
破
か
流

れ
な
く
な
，
、
そ
の
結
果
、
心
臓
の
組

鍼
（
筋
肉
）
か
破
壊
ふ
、
」
れ
、
そ
の
　
部

か
死
干
て
し
ま
っ
た
状
態
か
心
筋
陣
塞

て
す

　
心
筋
逗
寒
の
発
作
は
、
狭
心
症
よ
，

も
激
し
い
痛
み
か
胸
全
体
に
わ
よ
一
、
）
、

し
か
も
長
く
続
く
こ
と
か
あ
）
、
最
亜
」

の
化
拗
ム
ロ
キ
ム
数
三
焦
凹
の
・
り
レ
つ
▼
一
死
許
L
♪
タ
リ
Q

こ
と
か
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
一
興

し

2

　
　
児
　
童
　
手
　
当

　
　
児
童
扶
養
手
当

　
　
特
別
児
童
愛
楽
手
当

　
　
福
　
祉
　
手
　
当

一

の
請
求
も
れ
は

　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か

｛3）

回報とうこう

至
児
童
手
当

　
こ
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
か
て
き
る

人
は
、
日
本
国
内
に
住
所
か
あ
る
日
本

国
民
か
、
次
の
条
住
に
あ
て
は
ま
’
・
て

い
る
と
き
に
支
給
き
れ
ま
す

ω
　
1
8
才
未
満
の
児
童
を
3
人
以
士
養

　
育
し
て
ρ
り
、
そ
の
う
ち
の
1
人
以

　
上
か
一
義
務
教
肯
終
了
前
の
児
童
（

　
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
て
の
児
童
）

　
て
あ
る
こ
と
一
な
わ
、
児
童
に
つ
い

　
て
は
、
自
分
の
子
と
も
て
あ
る
必
要

　
は
あ
り
ま
せ
ん
　
そ
5
2
子
を
養
育
し

　
て
い
れ
ば
受
給
要
件
を
満
た
す
こ
と

　
に
な
る
わ
け
て
す

ω
　
そ
の
人
の
前
年
（
1
月
か
ら
5
月

　
ま
’
、
の
月
山
の
児
童
手
当
に
つ
い
て

　
は
、
前
々
年
）
の
収
入
か
、
　
一
定
の

　
頷
（
例
え
ば
、
給
与
所
得
者
に
つ
い

　
’
、
は
、
6
人
世
帯
の
場
合
斯
万
円
）

　
こ
満
た
な
い
二
と

　
◆
支
給
額
◆

　
児
童
手
当
の
額
は
、
3
人
以
一
の
児

童
の
う
ち
、
出
生
順
に
数
え
て
3
人
目

以
降
て
あ
る
一
，
義
務
教
育
終
了
前
の
児

童
1
入
一
に
つ
き
月
額
5
、
0
0
0
円

て
す

　
　
一
毫
町
村
民
税
所
得
刮
の
額
か
な

　
い
受
給
者
　
　
　
一
6
人
世
帯
の
場
合

　
5
4
任
の
収
入
か
お
わ
む
ね
謝
万
円
以

　
下
の
方
L
　
　
は
6
、
5
0
0
円
て

す
〕

一
…

13才

一→18才未満の児童

1

　　　　一→義務教育終了前の児童

・17才　・14才・12才　・　1C

　　l　　　〔2　　　　　写
　　　　　　く　　5，000円一5，0

・
∵
　
例
え
ば
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
月

　
額
1
万
円
か
支
給
ぜ
・
・
れ
ま
す

　
　
次
の
任
齢
の
了
供
を
5
人
持
r
・
て

　
い
る
人
（
市
町
村
民
税
所
得
割
を
課

　
せ
、
つ
れ
て
い
る
場
合
）

　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
o
o

　
　
　
　
　
O
↑
支
給
額

　
　
　
　
　
憶

　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
了
円

　
　
　
　
才
》
0
0

　
　
　
　
0

　
義
務
教
育
終

了
前
の
児
童
て

は
あ
り
ま
す
か

18

ﾋ
未
満
の
児

童
の
う
ち
3
入

目
以
距
て
は
な

、
”
の
て
（
当
人

は
2
人
目
）
、

支
給
対
象
と
よ

な
〕
ま
せ
ん

垂
児
童
扶
養
手
当

　
こ
の
手
当
を
妥
、
る
こ
と
か
て
き
る

人
は
、
父
と
生
計
を
μ
し
く
し
て
い
な

い
（
廃
疾
の
場
合
を
除
く
）
場
台
て
、

みハ

ﾌ
上
土
里
　
（
船
b
・
イ
禾
湘
潤
の
者
、
　
又
｝
感
2
0

才
未
満
て
心
身
に
　
定
の
障
害
か
あ
る

者
）
を
監
護
養
倉
し
て
い
る
人
に
支
給

き
れ
ま
す

　
・
父
母
か
婚
姻
を
曜
消
し
た
後
、
父

　
　
親
と
別
れ
て
生
石
し
て
い
ろ
児
童

　
・
父
か
死
亡
し
た
児
童

　
・
父
か
↓
定
の
廃
疾
の
状
能
一
に
あ
る

　
　
児
童

　
・
父
の
生
死
か
明
ら
か
で
な
い
児
童

　
・
父
か
引
き
続
｝
、
i
年
以
ヒ
遣
華
し

　
　
f
・
い
・
o
児
＋
里

　
・
父
か
法
令
に
よ
・
り
引
き
続
き
1
住

　
　
以
上
拘
禁
き
れ
て
い
る
児
童

　
・
婚
姻
に
よ
ら
な
い
て
生
ま
れ
た
児

　
　
童
や
車
尼
な
ご

∵
監
護
、
養
育
山
、
㌔
れ
で
い
る
児
童
か
日

　
本
人
て
な
＼
て
も
手
当
か
麦
給
山
・
㌔
れ

　
ま
す

∴
・
手
当
を
要
目
て
い
る
人
、
又
は
交

　
干
よ
う
と
す
る
人
か
、
老
齢
福
祈
任

　
金
、
障
害
福
祖
粗
金
以
外
の
公
的
任

　
金
を
受
干
て
い
る
鳥
合
や
、
児
童
か

　
公
的
信
金
を
ぎ
ス
ゆ
て
い
る
場
合
は
、

　
手
当
は
支
給
・
岬
．
㌔
れ
ま
七
ん

　
◆
手
当
の
額
◆

　
口
重
二
人
の
場
合
（
5
5
年
8
月
か
ら
）

　
　
月
額
二
九
、
ゴ
∵
L
－
円

　
児
」
里
三
人
の
場
ム
只
5
5
任
8
月
か
ら
）

　
　
月
額
一
．
一
四
、
一
ゴ
ρ
円

　
児
章
三
人
以
上
の
場
合

　
　
＝
人
目
以
降
の
児
童
一
人
に
つ
｝
、
㌔

　
　
一
、
二
Σ
円
を
加
算
し
た
額

　
　
（
つ
ま
）
、
三
人
の
場
ム
［
は
、

　
　
　
　
　
三
六
、
　
＝
．
　
【
　
円
て
す
）

至
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
二
の
手
当
を
受
叶
る
こ
と
か
て
き
る

人
は
、
次
の
障
害
児
を
監
護
す
る
父
、

も
し
く
は
母
、
又
は
父
母
と
か
わ
》
そ

の
障
害
児
を
養
白
し
て
い
る
人
に
麦
給

ふ
、
㌔
れ
ま
す

◎
　
2
0
才
未
満
て
心
身
に
重
度
又
は
中

　
程
度
の
喧
．
害
か
あ
る
饗
童

　
一
重
度
の
障
害
一
と
は

　
1
　
身
体
障
害
の
場
合

　
　
身
体
障
害
者
貸
賃
1
・
2
級
程
岐

　
2
　
精
神
薄
弱
の
場
合

　
　
わ
わ
．
、
」
ね
知
能
指
数
（
1
・
Q
）

　
　
お
以
下
の
程
度

　
3
そ
の
他
の
障
害
の
二
合

　
　
右
記
の
障
害
と
同
程
度
と
認
め
ら

　
　
れ
る
も
の

　
［
中
程
度
の
障
害
し
と
は

　
1
　
身
体
障
害
の
場
合

　
　
お
わ
む
ね
身
体
障
害
者
手
転
3
・

　
　
4
級
程
唆

　
2
精
神
薄
弱
の
場
台

　
　
お
わ
♪
、
一
ね
知
能
指
数
5
5
～
5
0
程
唆

　
3
そ
の
他
の
障
害
の
場
合

　
　
右
記
の
障
害
と
同
程
度
と
認
め
ら

　
　
れ
る
も
の

　
◆
手
圭
の
額
◆
　
（
5
5
任
8
月
か
ら
）

　
重
度
の
障
害
界
「
人
に
つ
き

　
　
月
額
三
三
、
八
↑
〔
円

　
中
程
度
の
障
害
児
一
人
に
つ
｝
、
・

　
　
月
額
二
二
、
み
こ
　
円

壷
福
祉
手
当

　
こ
の
手
当
を
蛋
ナ
る
こ
と
か
て
き
る

　
　
　
室
温
は
1
8
度
に
調
整
を

　
部
屋
着
を
少
し
厚
目
に
し
て
、
部

犀
の
温
度
は
十
八
度
以
一
に
し
な
い

　
二
と
を
目
安
に
、
こ
ま
め
な
温
度
調

節
を
行
い
ま
し
よ
う

　
暖
房
温
度
を
↓
度
下
ザ
れ
ば
、
燃

ヒノ
は
、
精
神
ま
た
は
、
身
体
に
重
度
の

障
害
が
あ
る
た
め
、
日
二
曲
盾
に
わ
い

て
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
程
晩
の

状
態
に
あ
る
人
に
支
給
ふ
、
」
烈
ま
す

1
　
支
給
対
象
者
の
障
害
程
度
は

　
硅
　
身
体
障
害
の
場
合

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
及
び
2
級

　
　
の
【
部
程
度

　
ズ
」
　
精
神
障
害
の
う
ち
粍
神
薄
弱
に

　
　
つ
い
て
は

　
　
知
能
指
数
か
わ
お
’
、
一
ね
2
0
以
下
の

　
　
程
度

　
3
　
そ
の
他
精
神
障
害
、
内
部
障
害

　
　
や
心
身
の
重
複
障
中
等
は
、
上
記

　
　
の
障
害
と
同
程
度
と
認
め
ら
れ
る

　
も
の

2
　
な
あ
次
に
掲
げ
る
弾
6
を
満
た
し

　
て
い
な
け
れ
ば
な
う
ま
ぜ
ん

　
〆
－
　
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

　
ぜ
　
曉
疾
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的

　
年
金
等
の
給
付
を
憂
D
，
て
い
な
い

　
　
こ
》
〕

写
　
身
体
障
害
者
三
日
施
設
等
、
こ

　
れ
に
類
す
る
社
会
福
二
施
設
等
に

　
収
容
き
れ
て
い
な
い
こ
と

◆
手
当
の
額
◆
（
5
5
控
8
月
か
ら
）

　
月
額
九
、
二
五
　
円

料
費
は
約
↓
剖
節
約
て
き
ま
す
，

　
又
、
り
ー
テ
ノ
を
厚
手
の
も
の
に

し
、
入
井
か
ら
床
ま
て
た
ら
し
、
捗

気
に
も
気
を
つ
け
な
が
ら
、
部
屋
の

保
温
に
心
掛
け
ま
し
よ
う



（4）町報とうこう

鍵
税
灘
溝
…
…
瀬
　
㎝
懲
　
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
サ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
毎
缶
、
一
月
か
・
2
一
月
に
か
け
て
一
町
県
民
税
の
申
告

申
’
ロ
一
な
二
か
実
施
ふ
・
、
れ
ま
す
　
申
負
も
れ
な
こ
の
な
、
よ
う
こ
、

　
h
♪
∫
「
く
と
／
2
、
今
ら
月
圭
申
』
を
中
・
い
こ
特
集
し
ま
し
㌔

◇
町
・
県
民
税
の
申
告

今
一
も
町
県
民
税
の
申
告
時
期
に
な
）

ま
し
七
　
所
得
税
の
確
走
申
告
と
同
ノ

諏
う
こ
陶
県
民
税
の
申
告
も
、
そ
の
任

の
一
．
［
弓
f
五
日
ま
て
こ
済
ま
せ
る
こ
と

こ
（
．
r
・
て
い
ま
す
　
こ
の
申
告
よ
昭
和

台
十
ハ
告
一
二
一
日
現
在
、
本
町
こ
信

叶
を
有
す
る
人
か
前
脚
中
の
所
待
に
つ

い
て
申
告
す
る
こ
と
と
な
，
ま
す
の
て

今
悔
調
革
す
る
所
筏
は
、
昭
和
五
十
五

午
一
考
一
日
か
ら
、
同
年
卜
二
弓
三
卜

「
臼
ま
て
の
周
二
指
た
全
て
の
所
得
と

、
う
こ
と
こ
な
一
ま
ず

中
日
の
要
領
こ
つ
い
て
よ
例
年
の
よ
う

・
一
、
別
表
日
程
表
の
と
わ
－
）
各
地
区
こ

と
に
職
員
か
出
張
し
て
申
告
者
と
面
接

辱
し
山
甲
圧
替
臼
の
f
黛
｝
ノ
つ
⊃
一
｝
一
当
三
つ
Q
ワ
一
》
ご
一

な
っ
て
、
ま
す
　
そ
こ
て
申
告
の
際
こ

必
要
な
こ
と
や
、
申
告
書
に
添
付
し
な

ナ
れ
ど
な
ら
な
h
も
の
を
準
備
し
て
わ

か
れ
る
と
、
申
告
も
簡
．
単
に
瘡
み
ま
す

の
て
、
次
二
掲
、
－
る
も
の
を
用
意
し
て

わ
h
’
、
下
〕
、
・
、
　
な
お
、
所
得
税
の
f

走
納
税
者
や
、
所
得
税
の
斜
走
申
包
の

予
走
者
等
て
税
務
署
か
ら
通
知
の
あ
っ

た
力
ま
、
各
地
寝
て
の
受
ナ
つ
ナ
か
困

篭
て
す
の
て
、
必
ず
指
愚
見
・
、
れ
た
日
時

れ
一∴

，
一

ソ　　　よロド

桝
で定一・＿♪∫＝

場
咄
て
㌔
、
て
い
た
セ
く
し
玉
う
申
し
・
、

え
ま
す
　
又
申
⊥
口
の
こ
と
に
つ
h
’
、
、

b
か
，
こ
く
い
こ
と
や
、
特
に
詳
し
く

知
一
た
い
毒
は
、
役
場
税
務
藻
こ
問
い

一
つ
せ
て
く
ハ
ニ
、
、
、

準
備
す
る
書
類
等

フ
所
得
金
の
計
算
書

　
ω
給
与
所
術
者
は
掠
泉
徴
収
票

　
ω
営
業
所
得
者
は
臼
入
や
売
ヒ
令
、

　
必
要
経
費
な
と
の
日
算
書

　
ω
農
業
所
伶
者
は
、
農
産
物
の
販
売

　
精
算
書
及
へ
）
証
明
書
、
八
r
把
新
視

　
に
農
機
具
を
購
入
し
た
も
∂
よ
売

　
買
契
約
書

　
ω
日
稼
所
得
者
ま
、
事
溜
場
の
支
払

　
証
明
書

　
ゆ
土
地
や
山
林
な
こ
の
護
渡
所
得
の

　
あ
る
人
は
売
買
契
約
書
な
こ

　
㈲
そ
の
ほ
か
所
汽
金
の
刮
算
の
て
㌧
・
－

　
る
資
料

［，

A
・
各
種
控
除
金
の
計
算
書

　
ω
生
命
保
険
料
の
払
込
証
明
書
（
郵

　
便
局
、
農
協
、
各
保
険
会
行
な
と

　
　
の
発
行
す
る
・
、
の
）

　
の
小
規
模
企
業
共
済
払
込
証
明
君

　
的
医
療
費
支
払
証
明
三
日

嚇
身
添
障
息
男
手
結
、
庫
・
r
、
音
・
帆

　
亭
二
又
’
て
、
隊
、
　
　
あ
一
・
　
‘

　
人
　
な
二
f
＾
＼
二
（
〔
」
　
　
目

ゆ
扶
、
食
親
族
こ
へ
、
・
r
か
、
つ
　
、
一

　
ま
、
五
三
η
．
が
、
↑
・
！
「
し
一
、
、

　
た
こ
と
の
証
明
詩
（
、
旧
廷
諒
ヶ
二

　
な
ご
線
積
雪
収
て
£
ご
に
ざ
．
つ

　
烈
て
い
る
一
空
口
よ
不
唱
4

㎜
刊
ヨ
蓮
集
県
高
点
　
、
険
音
計

◇
所
得
税
の
確
定
申
青

唱
和
口
拭
五
F
分
の
所
得
，
呪
∂
雀
定
申

告
と
納
税
ま
．
↓
里
長
バ
d
か
ら
受
、
つ

ナ
か
始
ま
）
、
一
．
．
弓
」
ー
バ
日
か
胡
艮
と

な
っ
て
h
ま
す
　
所
円
税
ま
、
個
尺
加

π
『
「
日
つ
・
？
r
二
日
。
．
．
↑
一
日
美
て

の
一
F
問
こ
得
九
舜
面
こ
か
か
る
税
令

て
す

フ
商
売
を
し
て
い
る
人
や
家
賃
、
地
代

　
の
収
入
の
あ
る
人
、
土
地
を
」
誓
・
た

　
人
な
ご
て
所
得
の
ム
［
計
領
か
基
歴
控

　
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
枠
除
そ
の

他
所
得
控
除
の
合
繊
頷
よ
一
多
、
地
人

／
甚
ラ
ー
1
1
7
ノ
て
蛤
帽
与
一
以
外
の
了
町
得

　
か
二
十
万
円
を
超
え
る
人
や
、
給
与

　
の
室
収
か
「
千
万
円
を
超
え
る
な
こ

　
一
定
の
要
q
に
当
て
よ
ま
る
人
ま
、

　
所
得
税
の
確
定
増
血
か
必
要
こ
な
，

　
ま
す
　
所
得
の
計
算
の
仕
方
や
申
d

　
薄
の
君
き
方
な
こ
て
、
分
か
ら
匁
い

占
、
や
も
っ
と
詳
し
く
知
，
た
い
こ
と

　
か
あ
っ
ま
し
た
ら
、
わ
気
軽
に
税
務

署
か
税
務
相
満
室
．
一
お
尋
ね
く
セ
’
、
、

　
、
㌧
税
務
署
て
は
、
申
巳
期
間
中
、

い
っ
て
も
こ
相
談
に
b
し
て
、
ま
す

町県民税
　22万「q

　　22万円

　　22万円

　　22乃円

　　25万円

　　26万円

　　21万円

　　23力円

　　21万円

　　21万円

　　21万円

支払額の全額

（最高3万5T円）

’最高200万円

毛な所得差除一覧表
所得控除の種類

基　礎　粋　除

配偶者控除
老人配偶者控除

扶　養　控　除 1人

所　　　得

29万｝1」

29ノ」円

35万円

29万円

貌

老人扶養控除1人3，万円（同居していない琶人）

騰る欝1人・・万円麗廼況としてい

障害者控除　1人　23万円

特引障害者控除

老歪各控除
寡婦控　除
勤労学生控除

社会保険料控除

1人　51万円

　　23万円

　　25万円

　　23力円

生命保険料控除

　　　支払額の全額

（最高）5万円

損害保険料控除

医療費搾除

（短期最高）3千II」

1長期最局）　1万5千円

（合討最高限度）1万5千円

（最高）200万円

◇
青
色
申
告
の
お
勧
の

　
二
月
卜
六
日
か
・
2
一
弓
ト
パ
日
至
て

は
所
－
得
税
の
確
上
面
申
生
口
の
時
期
て
す

　
と
こ
ろ
て
、
所
得
税
の
申
告
に
、
「

青
色
申
二
一
と
、
㌧
う
制
度
か
あ
る
の
を

こ
存
し
て
し
よ
う
か
．
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
丈
は
山
林
所
得
の
あ
る
方
か

　
ロ毎

日
の
取
引
を
帳
簿
に
付
け
、
そ
の
帳

簿
に
基
づ
い
て
並
置
に
所
得
や
税
頷
を

申
「
百
す
る
と
、
所
得
の
税
頷
の
討
算
な

と
て
い
ろ
い
ろ
有
利
な
取
扱
い
を
要
ナ

る
こ
と
か
て
き
ま
す

　
青
色
申
’
口
を
す
る
と
、
家
族
征
業
貝

（
青
色
事
業
専
徒
者
）
に
給
与
を
支
給

し
た
場
合
に
は
、
そ
∂
金
額
か
必
要
経

費
こ
算
人
ふ
・
・
れ
ま
す
　
ま
た
、
背
色
申

告
控
除
と
し
ば
」
、
卜
万
円
を
所
得
か
ら

片
引
く
二
と
か
て
㍉
、
¶
ま
す
し
、
赤
字
の

と
｝
ご
に
よ
、
そ
の
赤
字
頷
を
三
拝
間
。
裸

越
す
こ
と
も
て
》
、
ま
す
　
そ
の
他
、
青

色
申
告
に
ま
、
種
々
の
特
典
か
あ
，
ま

す　
な
わ
、
青
色
申
告
は
、
税
金
の
面
七

ナ
て
な
く
、
帳
簿
を
付
ナ
る
二
と
て
経

営
の
合
理
化
こ
も
役
“
つ
て
h
る
と
自

よ
れ
て
い
ま
す

　
南
九
州
四
竃
で
も
青
色
申
告
を
ぜ
・
、
れ

る
乃
ほ
狂
や
増
え
て
わ
」
、
現
在
、
ヰ

業
叶
得
者
な
こ
の
約
一
．
分
の
二
の
b
か

町報とうこう（5》

利
用
｝
・
、
れ
て
い
ま
す
、
ま
セ
青
色
申
告

を
な
き
っ
て
い
な
い
方
て
確
定
申
告
の

こ
の
時
期
に
青
色
申
告
を
始
め
ら
れ
る

方
ま
、
三
月
十
六
日
ま
て
に
「
青
色
申

告
承
忍
申
請
書
［
を
税
務
署
に
お
出
し

下
占
、
へ

　
詳
し
h
こ
と
は
、
お
近
く
の
税
務
署

え
よ
税
務
椙
談
室
こ
お
尋
ね
下
き
い
．

◇
贈
与
税
の
申
告

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
よ
、
二
月
一
日

か
ら
始
ま
，
）
ま
す
。

昨
年
一
佐
間
こ
も
ら
っ
た
財
産
の
合
計

扉
韻
か
六
十
万
円
冷
｝
越
え
る
と
毛
、
は
、
税

務
署
こ
贈
与
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
，
贈
与
税
は
人
か
ら
財
産

を
も
ら
っ
た
と
㍉
・
・
に
か
か
る
税
金
て
す

が
つ
h
う
つ
が
）
し
て
申
告
を
忘
れ
、

後
で
因
る
と
い
う
例
か
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
　
そ
れ
と
い
う
の
も
財
産
の
贈
与

よ
夫
か
ろ
妻
へ
、
親
か
ら
子
へ
と
い
う

k
う
に
、
主
に
家
族
の
間
て
行
わ
れ
る

こ
と
か
多
h
た
め
セ
と
思
わ
れ
ま
す
、

と
二
ろ
て
結
婚
し
て
二
十
年
以
ヒ
に
な

る
夫
婦
の
間
の
贈
与
に
は
特
例
が
あ
）

ま
す
　
居
外
用
の
土
地
、
家
屋
を
も
ら

ハ・

ｽ
場
合
や
、
こ
れ
ら
を
買
う
た
め
に

現
金
を
も
ら
っ
た
場
合
二
は
、
一
千
万

円
の
配
偶
者
控
除
と
六
卜
万
円
の
「
基

礎
控
除
「
と
を
あ
わ
せ
て
　
千
パ
十
万

円
ま
て
税
金
か
か
か
う
ま
せ
ん
．
し
か

し
、
こ
の
特
例
を
受
け
る
た
め
に
は
、

贈
与
を
受
け
た
土
地
、
家
屋
の
登
記
簿

謄
本
な
と
の
書
類
を
添
付
し
た
贈
与
税

の
申
告
か
必
要
で
す
。
な
お
贈
与
税
の

申
告
と
納
税
よ
三
月
十
六
日
置
て
と
な

っ
て
い
ま
す
。

税
金
の
計
算
な
ド
一
分
・
っ
（
与
い
占
川
は
、
　
税

務
署
に
こ
相
談
く
セ
き
い
、

◇
所
得
税
の
還
付

　
申
告
は
早
目
に

確
定
申
告
の
時
期
に
な
〕
ま
し
た
。

と
こ
ろ
て
、
サ
ラ
ー
ー
マ
ノ
の
方
は
、

勤
務
地
で
任
末
調
整
を
済
ま
せ
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
確
定
申
告
を
し
な
く

て
も
よ
い
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
か

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告
を
す

る
と
、
す
て
に
源
泉
徴
収
き
れ
た
税
金

か
返
っ
て
く
る
場
合
か
あ
」
り
ま
す
．

ω
災
害
を
被
っ
た
）
、
多
額
の
医
療
費

　
を
支
払
つ
た
う
、
住
宅
を
新
築
し
た

　
り
し
た
人

②
年
の
中
途
で
退
職
し
’
場
末
調
整
を

　
受
げ
て
い
な
い
人

的
源
泉
徴
収
き
れ
た
利
子
、
配
当
、
原

　
稿
料
な
と
の
収
入
が
あ
っ
て
、
全
体

　
の
所
得
が
あ
ま
り
多
く
な
い
人

　
以
上
の
方
な
と
て
す
が
、
こ
れ
ら
の

還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
源
泉
徴
収

票
な
ど
を
申
告
書
に
添
付
し
た
）
、
提

示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
書
類
が
あ

う
ま
す
の
て
、
前
も
っ
て
用
意
し
て
お

き
ま
し
よ
う
．
こ
の
税
金
の
還
付
を
受

げ
る
た
め
の
申
告
は
、
確
定
申
告
の
時

期
に
な
る
と
会
場
か
混
雑
し
ま
す
の
て

早
目
に
済
ま
せ
て
く
セ
き
い
．
、
早
く
申

告
す
れ
ば
還
付
も
早
く
受
け
ら
れ
ま
す

町民税申告面接日程表昭和56年度

「

く

所場漸時日月名合組当該別区

寺台昌9．30～16．002月18日石原、本村、赤井笠、上野原

谷坪

市谷原寸会所

仲深公民館

930～課600

930～1600

広瀬生盾改善セノター930～1100

〃羽坂900～16．00

19

@
2
0
　
2
1
　
2
3

瀬平、仲崎、市谷原、多武ノ木
市谷川崎

域全区深

うとぎ、日田尾、広瀬瀬

域全区坂

　
　仲

属
一
羽

町中央公民館9．00～16．0024
〃田野小

〃
　
　
　
〃
　
　
〃

八三原

野田

9．00～16．00

9．00～1200

9．30～16．00

9．30～16．00

25～27

　　28国税（所得税）関係者

〃
　
　
〃

鶴野内9．00～16．00

3月2日

　　　2

　　　3

域全区

域
　
　
原

全内

重

町
　
八

〃

〃

田町9．50～16．004

寺迫集会所9．30～1600

瀬公民館福9．50～16．00

〃
　
　
　
〃

仲野原

迫野内

9　50～12。00

9　30～16　00

5
　
　
6
　
　
7
　
　
Q
ノ

庭田、長崎、吉牟田

寺迫、山之口、落鹿、中尾

上村、下村、三川

仲野原、出口

野
　
内
　
　
追

野

田
　
鶴
　
　
寺

塗全

〃洗児9．50～12　00

畳表生盾改善てノター15。50～1600

下渡川公民館10．00～1200

10

@
1
0
　
1
1

区
一
三

　
一

瀬
　
　
内

福

野

中水流・田口原

児洗、一松露

　　　　ハソ山
雀

迫
　
　
越

域全区川渡下

日向市勤労者スホーノセノター・：・贈与税申告受付は2月18日～19日
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文
化
協
会
設
立
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　
町
内
に
は
、
各
種
の
文
化
団
体
や
文

化
活
動
に
精
進
き
れ
て
い
る
方
が
数
多

く
お
ら
れ
ま
す
が
、
近
年
、
関
係
者
の

間
か
ら
文
化
協
会
設
立
へ
の
機
運
が
高

ま
り
、
こ
の
ほ
ど
、
協
会
設
立
準
備
委

員
会
が
組
織
き
れ
、
会
則
等
の
（
案
）
も

で
｝
・
－
上
が
り
、
設
立
へ
向
け
て
大
き
く

一
歩
踏
み
出
し
ま
し
た
，

　
つ
い
て
は
．
．
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

で
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

¢
♪
伽
入
ご
希
望
の
方
は
わ
申
し
込
み
下
き

刃
眉
仏
、
、
事
務
局
で
は
、
協
会
設
⊥
）
総
会
を

ユ
ニ
月
下
旬
を
目
標
に
準
備
を
す
す
め
て

㌃
　
　
　
り
ま
す
，

　
　
　
な
お
、
参
考
ま
で
に
、
協
会
加
盟
は

免
　
　
団
体
並
び
に
個
人
で
も
加
入
で
き
る
こ

　
　
と
と
し
、
会
費
は
、
年
額
で
、
個
人
五

　
　
こ
つ
円
、
十
名
未
満
の
団
体
は
各
人
四

　
　
〇
こ
円
、
命
名
以
上
は
三
こ
こ
円
で
試

　
　
算
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
個
人
で
加
入
希
望
の
方
は
、
町
教
委

　
　
事
務
局
社
会
教
育
係
ま
で
お
申
し
込
み

　
　
下
さ
い
．
．

　
　
設
立
準
備
委
一
員
は
次
一
の
方
々
で
す
，

　
　
委
員
長
　
都
甲
　
鶴
男

　
　
副
委
員
長
　
矢
野
森
↓
郎

　
　
　
　
〃
　
　
矢
野
　
金
雄

　
　
事
務
局
（
町
教
委
）
寺
原
孝
彦

　　民部
〃

　　謡門
〃

〃〃〃 ノノ

舗
　
歌

〃

　　　華

〃　　　　　　〃

　　　道

　
〃

舞
　
踏

　
〃

三
味
線

　
〃

尺
　
口

写
　
真

黒
田
　
重
行

糸
平
　
那
幸

新
名
　
弘
代

橋
口
由
利
子

矢
野
　
文
雄

本
多
　
茂
雄

出
水
ト
シ
エ

那
須
知
恵
子

黒
木
　
淳
子

塩
月
ミ
ド
リ

吉沖黒山山宮
野田本本本本

幸征絹配膳考
夫郎子子子子

小羽　　　鶴小坪小福小坪羽坪福仲
里｝；　　　〃　　〃　　〃　里チ　里｝；　　　壁矛　　　　里f

田垣　　　内田谷田瀬田谷坂谷瀬深

書
　
道
　
矢
野
森
一
郎
　
　
鶴
野
内

　
〃
　
　
新
名
　
淳
一
　
　
羽
　
坂

　
〃
　
平
塚
千
幸
　
　
　
〃

葉
愛
好
会

　
　
　
　
寺
原
　
新
蔵
　
　
　
〃

ル
、
・
つ
｝
・
愛
好
会

　
　
　
　
笙
瀬
　
春
美
　
　
小
野
田

蘭
愛
好
会

　
　
　
　
中
竹
伊
之
市
　
　
寺
　
迫

文
　
芸
　
那
須
　
　
登
　
　
町
青
協

小
学
校
長
代
表

　
　
　
　
久
島
　
欣
昭
　
　
東
郷
小

中
学
校
長
代
表

　
　
　
　
蔵
満
　
　
保
　
　
東
郷
中

学
識
経
験
者

　
　
　
　
塩
月
　
儀
市
　
　
小
野
田

　
〃
　
　
高
森
　
文
夫
　
　
　
〃

　
〃
　
小
野
　
　
弘
　
　
田
　
野

　
〃
　
　
都
甲
　
鶴
男
　
　
小
野
田

正
十
↓
二
二
、
五
＝
二
年
中
で
あ

る
．　

そ
の
他
、
深
谷
、
下
水
流
、
深
瀬

迫
野
内
、
羽
坂
、
鶴
野
内
、
小
野
田

坪
谷
、
田
野
、
隔
瀬
、
日
田
尾
等
に

天
文
、
永
禄
、
元
亀
、
慶
長
時
代
の

板
碑
が
現
存
し
て
い
る
．
、

ザr辱訴や路尭L

文
化
遺
産
の
旅
⑤

　
石
塔
目

　
町
内
に
現
存
す
る
石
塔
は
、
板
碑

・
五
輪
塔
・
宝
策
三
差
・
六
地
蔵
供

養
塔
・
庚
申
供
養
塔
・
墓
石
等
で
あ

ヴ
O
、

▽
板
碑

　
板
碑
は
中
世
に
流
行
し

た
石
製
の
板
状
．
の
塔
婆
で

あ
る
、
我
が
国
で
発
見
き

れ
た
最
古
の
も
の
は
嘉
禄

三
年
（
一
、
二
二
七
年
）

で
あ
る
が
、
本
田
に
現
存

す
る
板
碑
で
最
古
．
の
も
の

は
老
谷
（
小
野
田
）
の
村

田
金
吾
氏
裏
由
に
あ
る
永

牧
氷
先
生
の
生
涯
〔
2
5
〕

代
表
者
　
　
　
地
区

戸
高
　
満
雄
　
　
迫
野
内

矢
野
　
金
雄
　
　
仲
　
深

小
林
　
五
美
．
　
小
野
田

　
　
昭
和
九
年
頃
の
先
生
は
一
．
万
朝
報

　
　
一
．
文
章
世
界
．
一
一
中
央
文
学
「
π
．

寿　雄
弁
．
一
な
ど
の
選
歌
を
依
頼
き
れ
て

顧
し
い
日
々
の
上
に
訪
寡
肯
数

等
か
ら
＋
数
人
、
。
あ
皇
手
の
4
、
自

～
　
分
．
の
仕
事
が
思
う
や
う
に
出
来
ま
せ

　
ん
．
一
そ
の
た
め
早
目
に
夕
．
飯
を
す
ま

τ
て
す
ぐ
寝
床
に
入
り
し
ば
ら
・
＼
眠

チ
つ
で
夜
半
に
起
き
上
っ
て
仕
事
を
す

舟
る
と
う
苦
し
犀
で
し
た
～
」
の
上

㌶
躯
藤
誰

噛
の
生
活
に
入
エ
、
静
か
に
ほ
ん
♪
・

チ
う
の
仕
事
を
し
て
み
た
い
と
考
え
ま

導
講
麟
締

　．
の
友
人
に
手
紙
で
借
家
を
探
し
て
も

ら
う
よ
う
依
頼
し
ま
し
た
、

　
早
速
沼
津
市
上
香
貫
に
適
当
な
家

》が
見
つ
か
り
、
八
月
十
五
日
に
家
族

　と

ｧ
醒
議
穀
赫
松

懸
盤
雛
型
霜

｝に

ﾍ
ま
れ
、
屋
敷
は
六
、
七
百
坪
か

中
ら
の
広
ふ
哨
・
が
あ
り
ま
し
た
，
正
面
真

ほ

や
向
う
の
田
園
の
は
末
に
愛
鷹
山
が
そ

｛
び
え
、
晴
れ
た
日
に
は
そ
の
真
し
に

｝｛

肉

は
ふ
う
に
、
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
や
ノ
一

直
蕩
　
蘇
鑓
斜
　

ら
、
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
や
・
て
い
ま
母

す
．
．
　
　
　
　
　
　
　
蛾

総
饗
辮
環

礁繕　
と
い
へ
ど
を
り
を
り
濁
る
貧
し
き
肥

え
に
し
と
歌
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
．

富
士
山
が
仰
が
れ
る
の
’
．
㌔
し
た
．
．
引

越
し
の
翌
日
左
京
の
々
に
宛
た
葉
書
，

に
一
．
こ
ほ
り
や
き
ん
、
わ
た
し
は
あ

な
た
か
ら
お
く
ら
れ
た
、
ほ
し
ぶ
だ
．

う
の
は
こ
を
、
二
ど
も
た
ち
に
も
か

ノ
＼
』
、
っ
ノ
＼
え
喫
、
き
だ
し
に
し
』

。
し
三
．
レ
み
つ
の
。
の
し
み
’
。
あ
，
母

塩
月
　
儀
市

一一ザ

町報とうこう
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東臼杵郡

駅伝大会

躍
進
す
る
青
年
団

初
の
四
位
入
賞

　
駅
伝
日
和
に
恵
ま
れ
る
中
、
手
力
町
村
の
チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
う
、
第
二
三

回
東
臼
杵
郡
青
年
駅
伝
大
会
が
　
月
十
八
日
開
催
き
れ
ま
し
た
，

　
午
前
十
時
、
北
郷
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
－
を
ス
タ
ー
ト
、
鶴
野
内
で
折
返
し
、
西
郷

村
ラ
ラ
ウ
ン
ド
、
・
を
決
勝
点
に
す
る
十
区
間
、
四
五
・
　
キ
ロ
で
．
一
、
七
の
コ
ー

ス
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
．

“
、

．
し
’
　
》

』
　
　
　
　
馳

肖
騒

乱
ヒ

熱
欝曝

　
町
青
年
団
は
大
会
ニ
ヵ
月
前
か
ら
、

那
須
幸
雄
監
督
、
池
田
平
美
コ
ー
チ
の

も
と
で
、
本
年
こ
そ
は
上
位
入
賞
を
と

練
習
に
励
み
ま
し
た
．
そ
の
か
い
あ
っ

て
か
、
例
年
下
位
だ
つ
た
本
町
も
、
青

年
団
結
成
以
来
、
初
の
四
位
と
い
う
飛

躍
を
成
し
と
げ
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　
そ
の
躍
進
を
成
し
と
げ
た
十
人
の
選

手
は
次
の
と
お
り
で
す
．
、

　
監
督
　
　
那
須
幸
雄

　
コ
ー
チ
　
　
池
田
平
美

区
閉
　
距
離
　
　
区
間
順
位
　
タ
イ
ム

「
弱
電
・
7
）
　
「
5
4
分
4
1
秒

　
　
　
　
直
野
美
智
代
（
福
　
瀬
）

二
区

一一

D
区

四
区

五
区

六
区

七
区

八
区

九
区

十
区「

位
、

三
位
、

た
。

（
五
・
四
）
　
（
4

　
　
池
田
田
猟

（一

D
」
・
四
）
　
7

　
　
黒
木
半
寿

（口

�
恟
繝
n
）
　
　
〔
6
」

　
　
川
原
洋
信

（
五
・
↑
）
　
事

　
　
寺
原
政
．
志

（
四
・
七
）
　
〔
・
9

　
　
菊
谷
政
琿

（
四
・
八
）
　
（
墨

　
　
河
野
賢
「

（
四
・
五
）
　
「
5
．

　
　
　
「
山
省
二

（
五
・
一
）
　
へ
丁

　
　
黒
木
克
彦

（
四
・
六
）
　
〔
6
…

　
　
海
野
茂
実

●

18

ｪ
7
秒

（
迫
野
内
）

惚
分
邸
秒

（
寺
　
追
）

21

ｪ
3
5
秒

（
田
　
野
）

16

ｪ
2
5
秒

（
羽
　
坂
．
）

16

ｪ
那
秒

（
越
　
表
）

16

ｪ
6
秒

（
越
　
表
）

16

ｪ
3
0
秒

（
鶴
野
内
）

19

ｪ
5
5
秒

（
寺
　
迫
）

18

ｪ
9
秒

（
羽
　
坂
）

北
方
町
　
二
位
、
諸
塚
村

椎
葉
村
　
四
位
、
東
郷
町
で
し

鍵
一
＼
　
　
ミ
｝
．
菱

酒
酔
運
転
取
締
月
間

　
毎
年
二
弓
中
を
取
締
月
間
と
定
め
、

県
下
い
つ
井
・
「
い
の
取
締
を
行
い
ま
す
、
．

　
検
挙
キ
、
、
れ
た
者
は
新
聞
に
掲
載
し
て

い
ま
す
，

　
最
近
飲
酒
運
転
に
よ
り
、
電
柱
を
折

り
十
一
ズ
ー
ト
ル
下
の
田
に
転
落
し
た

事
故
も
町
内
で
発
生
し
て
い
る
と
と
も

に
昨
年
暮
れ
か
ら
襲
名
の
人
が
違
反
で

検
挙
ふ
・
㌔
れ
て
い
ま
す
が
、
酒
酔
は
、
い

つ
ぼ
つ
取
消
し
．
．
飲
酒
運
転
で
十
二
点

六
二
日
程
度
の
停
止
が
来
ま
す
、
．
み
ん

な
こ
れ
を
知
っ
て
い
な
が
ら
違
反
を
し

て
い
る
よ
う
で
す
、

　
大
人
は
暴
遣
族
の
若
者
を
見
る
と
、

最
近
の
子
供
は
…
…
と
批
判
し
ま
す
が

他
人
の
二
と
を
云
え
た
義
利
で
も
な
ふ
・
・

そ
う
で
す
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
き
な

事
故
に
つ
な
が
る
酒
酔
運
転
だ
け
は
絶

対
に
や
み
ま
し
よ
う
．
．

暴
力
犯
罪
・

覚
せ
い
剤
を
追
放
し
ょ
う

　
暴
力
団
は
資
金
源
と
し
て
、
と
ば
く

ノ
ミ
行
為
、
債
権
取
立
て
、
手
形
．
哲
欺

暴
力
金
融
と
資
金
に
な
る
も
の
は
、
な

ん
で
も
手
を
出
す
と
い
う
傾
向
を
強
め

て
い
ま
す
が
、
特
に
覚
せ
い
剤
に
つ
い

て
功
妙
な
方
法
で
密
売
し
最
近
で
は
少

年
や
家
庭
の
主
婦
に
も
売
り
つ
け
最
大

の
資
金
源
に
し
て
い
る
の
で
す
、
眠
気

が
と
れ
る
と
か
ヤ
セ
薬
だ
と
か
云
う
誘

い
に
手
を
出
し
、
取
返
し
．
の
つ
か
な
い

深
み
に
は
ま
っ
て
い
く
人
が
多
く
、
市

衛
…
山
型
か
．
り
曲
腰
山
［
村
の
噛
わ
へ
と
広
が
っ
て

・
」
噛
・
て
い
ま
す
，

　
覚
せ
い
剤
は
「
時
的
に
疲
労
が
と
れ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
数
時
間
た
つ

と
疲
れ
が
残
り
憂
う
つ
な
気
分
に
な
る

の
で
又
、
注
射
す
る
と
い
う
悪
円
環
か

ら
中
毒
に
な
る
の
で
す
．
．

　
中
毒
に
な
る
と

▽
節
穴
が
人
の
目
に
見
え
た
り

▽
誰
れ
か
に
命
を
狙
わ
れ
て
い
る
と
か

フ
妻
が
浮
気
を
し
た
と
か

　
い
ろ
い
ろ
な
．
安
想
が
強
く
な
り
、
大

き
な
事
倖
を
起
し
た
り
す
る
結
果
に
な

る
の
で
す
．
．

　
町
内
で
も
す
で
に
問
題
に
な
一
・
て
い

ま
す
、
．
暴
力
や
覚
せ
い
剤
な
ど
を
見
た

ら
聞
い
た
ら
必
ず
一
「
二
番
へ
通
報
し

て
く
だ
ふ
魂
、
い
、

狩
猟
期
間
一
十
五
目
ま
で

残
弾
・
銃
の
保
管
を
厳
重
に

　
い
よ
い
よ
十
五
日
で
狩
猟
期
間
が
切

れ
ま
す
、
い
ま
．
の
と
こ
ろ
町
内
で
は
、

違
反
や
事
故
．
の
発
生
が
あ
り
ま
せ
ん
．
、

　
県
内
で
は
数
件
の
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
，
楽
し
い
狩
猟
で
す
の
で
、
事

故
だ
け
は
起
き
な
い
よ
う
に
細
心
の
注

意
を
は
ら
っ
て
く
だ
き
い
．
．

　
な
お
、
狩
順
期
が
過
y
、
・
た
ら
、
残
弾

の
保
管
。
銃
の
保
管
を
規
定
ど
お
り
に

し
て
く
だ
さ
い
．
．
近
い
将
来
保
管
の
状

況
の
点
検
が
い
っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
る

予
定
で
す
の
で
、
定
め
ら
れ
た
方
法
で

保
管
を
し
て
お
い
て
く
ゼ
キ
、
、
い
，



（8）町報とうこう
つ
コ
ヘ
ヤ
ヘ
ヘ
モ
コ
ロ
ヘ
ロ
ト
し
キ
ロ
ロ
こ
ミ

…
お
し
ら
せ
｝

…一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

　
　
　
「
進
学
ロ
ー
ン
」

　
高
校
・
大
学
等
に
進
学
き
れ
る
方
々

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
「

国
の
進
学
p
ー
ン
」
の
制
度
が
あ
り
ま

す
．
．
資
金
の
必
要
な
方
は
申
し
込
く
だ

き
い
．
．

▽
対
象
者

　
　
高
校
・
大
学
等
に
進
学
す
る
た
め

　
の
資
金
を
必
要
と
さ
れ
る
方
．
．
た
だ

　
し
所
得
が
勤
務
者
で
は
五
三
〇
万
円

　
以
内
、
事
業
者
に
あ
っ
て
は
三
八
○

　
万
円
以
内
の
方
。

▽
融
資
額
　
　
一
世
帯
あ
た
り
五
ρ
．
方

　
　
　
　
　
円
以
内

▽
融
資
期
間
　
高
校
三
年
以
内
・
大
学

　
　
　
　
　
四
年
以
内

▽
利
　
率
　
　
年
八
・
八
％

▽
保
証
人
　
　
「
名
以
上
、
た
ゼ
し
保

　
　
　
　
　
証
基
金
制
度
を
利
用
の
場

　
　
　
　
合
は
不
要

▽
．
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
払
、
ボ

　
　
　
　
　
ー
ナ
ス
併
用
払
も
可
能

　
な
お
、
こ
の
制
度
は
国
民
金
融
公
庵

の
ほ
か
、
銀
行
、
相
互
銀
行
、
信
用
金

庫
、
農
協
、
労
働
金
庫
等
で
も
取
扱
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
、

各
窓
口
で
お
問
合
せ
く
ゼ
さ
い
。

幼
稚
園
児
募
集

　
東
郷
・
坪
谷
・
寺
迫
幼
稚
園
の
園
押

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
、
希
望
者

は
町
教
育
委
員
会
事
務
局
に
申
し
込
ん

で
下
さ
い
．
．

▽
入
園
資
格

　
　
町
内
の
通
園
可
能
な
地
区
に
居
住

　
す
る
、
満
4
歳
と
満
5
歳
の
幼
児
（

　
昭
和
5
0
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
2
年

　
4
月
1
日
目
で
に
生
ま
れ
た
幼
叩
）

　
但
し
、
坪
谷
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

　
5
歳
児
の
み
募
集
し
ま
す
、
な
お
、

　
東
郷
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
定
数
．
の

　
関
係
で
、
申
込
者
全
員
入
園
で
｝
、
・
な

　
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽
入
園
申
込

　
　
申
込
書
が
教
育
委
員
会
事
務
局
と

　
各
幼
稚
園
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
．
．

▽
申
込
締
切
日
　
2
月
2
0
日
ま
で

▽
入
園
決
定

　
　
3
月
中
旬
ま
で
に
各
人
宛
通
知
し

　
ま
す
・
、

訓
練
生
・
講
習
生
を
募
集

　
日
向
地
区
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

建
築
製
図
科
訓
練
生
と
二
級
建
築
士
課

程
講
習
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
．
．

　
資
格
は
建
築
大
エ
の
か
た
．
、
訓
練
期

間
は
、
二
級
建
築
士
が
「
年
、
建
築
製

図
科
が
二
年
、
．
訓
練
は
、
毎
週
木
曜
日

の
午
後
六
時
か
ら
九
時
ま
で
同
校
で
行

い
ま
す
，

　
ま
た
、
同
校
で
は
和
裁
科
の
生
徒
も

募
集
中
で
す
、
訓
練
期
間
は
二
年
で
、

訓
練
は
昼
間
部
が
毎
週
水
・
金
曜
日
．
の

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
．
夜
間

部
が
毎
週
水
・
金
曜
日
の
午
後
六
時
か

ら
九
時
ま
で
。
入
学
式
は
四
月
十
二
日

の
予
定
で
す
、

　
入
校
ご
希
望
．
の
か
た
は
、
三
月
末
日

ま
で
に
同
校
（
財
光
寺
下
ケ
浜
、
電
話

ρ
4
一
七
一
二
五
・
一
）
　
へ
あ
θ
申
u
し
一
込
み
ノ
＼
飼
」
壺
こ

い
．
．

今
月
の
税
金

固
定
資
産
税
　
4
期

目
　
納
期
限
　
2
月
2
8
日
（
土
）

二
月
十
七
日
は

　
巡
回
行
政
相
談

　
毎
月
第
三
火
曜
日
を
行
政
椙
談
の
日

と
定
め
、
老
人
福
祉
館
に
お
い
て
相
談

に
応
じ
て
お
り
ま
す
．
．
特
に
今
回
は
、

宮
崎
行
政
監
察
局
よ
り
監
察
官
が
来
町

し
て
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に
応
じ
る
こ
と

に
な
一
・
て
お
り
ま
す
．
．
国
県
町
等
の
行

政
全
般
に
わ
た
っ
て
苦
情
要
望
等
の
あ

る
人
は
、
ご
遠
慮
な
く
お
申
し
出
下
き

い
．
、　

な
お
当
日
以
外
の
日
で
も
自
宅
に
て

相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
．
．

　
　
　
東
郷
町
野
々
崎

　
東
郷
町
行
政
相
談
委
員
　
山
口
俊
「

　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
七
六
五
五
）

　
　
◎
御
寄
付
御
礼

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
十
日
半
ら
「
月

十
二
日
ま
で
の
間
に
香
典
返
し
と
し
て

つ
ぎ
の
か
た
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
御

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
御
冥
福
を
謹
ん
で

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
こ
こ

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
．

▽
迫
野
内
　
黒
木
々
ケ
・
w
、
え
か
ら

　
　
（
次
郎
さ
ん
七
五
才
ご
死
去
）

▽
鶴
野
内
　
若
藤
寅
男
き
ん
か
ら

　
（
三
原
ツ
ネ
き
ん
・
ハ
八
才
ご
死
去
）

▽
小
野
田
　
長
田
忠
き
ん
か
ら

　
（
モ
ン
ふ
・
」
ん
八
四
才
ご
死
去
）

▽
寺
迫
　
黒
木
三
郎
き
ん
か
ら

　
　
（
三
弥
き
ん
八
九
才
ご
死
去
）

▽
福
瀬
　
川
口
克
行
占
・
㌔
ん
か
ら

　
　
（
ン
メ
心
、
・
ん
八
五
才
ご
死
去
）

▽
福
二
　
田
村
平
吉
き
ん
か
ら

　
　
（
エ
ッ
き
ん
・
ハ
【
才
ご
死
去
）

　
　
◎
心
配
ご
と
相
談
所
案
内

開
設
日
　
二
月
十
七
日
第
三
火
曜
日

時
　
間
　
午
前
九
時
～
午
后
三
時

場
所
　
老
人
福
祉
館

．一．一．・ ﾜちのうごきぞ一一．
ご

！　　　　　　　　　　　　み
　　　口6，597人　（∠．5）1）人

｝男・，・・6人・8！｝

1女　3，391人（△5）i

輪数1，772戸・3・｝

i56年1月・日現在1

　　　（　　）は対前月比

　一ψ一蜘一一

出
生
お
め
で
と
う

12

雌
ﾍ

赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
一
三
の
名
一
住
所

安下岩田甲筒中
藤田下中斐井目
あ好　利智康雄
や文宏治洋広介
孝光富要憲研雄
生年男吉一一一
寺小坪福羽寺寺
　野
迫田谷一瀬坂下迫

結
婚
お
め
で
と
う

金山　中矢　海上　甲

氏

丸田　竹野　与野　斐床

ス数

ナ

長薯

フ英　千　　恵八

ミ　　　　　十名
子文　長島　子一

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

門福　日仲　福寺　南

川　向　　　郷
町瀬．市深　瀬迫　村

住
所

騙
棚

77858884688875

寺川黒長山三黒
原口木田瀬原木底

左ン三モ敏ツ次：名

盛メ　弥　ン夫ネ　郎

　　　　　　　障

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

迫福寺小福鶴迫住
寓瀬講瀬舗所
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